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第５５回文化祭 ―青春の1ページ彩る―
9月5日に文化祭を行いました。2年ぶりの開催と

なる今年は，新型コロナウィルス感染症拡大防止の

観点から生徒のみの観覧としたため，保護者の皆様

にはインターネット配信での視聴をお願いした上での

実施となりました。

今年のテーマは，

「魂をぶつけろ～私た

ちの青春の1ページ」。

生徒たちは，展示やス

テージでの発表・演技

を通して，仲間とともに

創り上げた成果を存分に披露しました。

ところで，文化祭は，体育祭と同様に学習指導要領

が定める特別活動における学校行事の一つです。と

りわけ文化祭の特徴は，その「非日常性」にあります。

非日常性ゆえに学校空間を変える自由度があるの

で，日常では生まれないアイディアが実現できるとと

もに，普段は経験できない，観る人を楽しませる役割

も要請されます。

また，準備の過程で

は，自主性が求められま

す。生徒たちは仲間と話

し合い，限られた期間の

中で，自分たちがやりた

いことを，異なる意見をもつ友だちと議論し，表現し，

創造し，協働することを学んでいきます。生徒のみなさ

んは，文化祭を通して感じたことや学んだことをキャリ

ア・パスポートに書き留めておくことが大切です。

文化祭で高められた一人一人の自主性が，これか

らの学校生活や学校文化の醸成につながることを期

待します。

“いじめ”を考えるホームルーム
“いじめ問題を考える週間”に合わせ，9月16日に

全学年でいじめを考えるホームルームを行いました。

生徒たちは生徒指導部が用意した読み物資料な

どを読み，ワークシートに感想を記入。感想や意見の

交換の後，授業者が資料や生徒の感想などについて

講評と講話を行いました。

その後は「学校楽しぃーと／SNSチェックシート」を

実施。これは県総合教育センターが提供する，学校生

活やLINEなどのSNSの

利用について，どんな気

持ちや考えをもっている

のかを回答する質問紙

です。集計の結果は，生

徒が充実した学校生活

を過ごせるように考えるための資料として活用します。

いじめ防止活動の一層の充実には，いじめの未然

防止や早期発見・早期解消が重要です。本校は生徒

の変化やいじめを積極的に把握し，それを解消すると

いう基本認識の下，生徒が安心・安全に学校生活を

送ることができるよう適切な対応に努めていきます。

授業拝見④（数学） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。第4回は数学です。

2年生の数学Ｂの授業。この日の内容は「空間のベクトル

の内積」です。はじめに内積の基本性質を確認した後，生徒

たちは空間の2つのベクトルが垂直になるように成分を定め

る問題を解いてウォーミングアップ。続いて，2つのベクト

ルに垂直なベクトルを求める問題に挑戦。個別に解決策を考

えた後，近くの生徒同士で考え方を確認します。その後，授

業者は空間の2つのベクトルに

垂直なベクトルのイメージをモ

デルを使って説明。生徒に問い

かけながら黒板で立式を確認

し，最終的に生徒たちは3元連

立2次方程式を解いてベクトル

を求めることができました。

授業者は，この時間を含む「空間ベクトル」の単元を12

時間で構成。「知識・技能」と「思考・判断・表現」につい

ては12時間目に実施するペーパーテストで評価しました。

また，「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，毎時間

のリフレクション（振り返り）シートなどを基に行いました。

毎回授業の終わりに，所定の文字数で自分の考えを書く場面

を設定することで，生徒たちは「今日の授業で何を学んだか」

「何に気づいたか」「何が課題か」などを意識し，その授業

における学びを再構築することができます。授業者は，毎時

間の記述の蓄積から，自らの学びを調整し，粘り強く学習に

取り組む姿を見取っていこうとしています。

授業後，生徒の一人は「自分の考え書くことで，その

日に学んだことが記憶に残ります」と語ってくれました。
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校長講話から ここがロドスだ。ここで跳べ／今いる場所でベストを尽くす（令和３年9月１日２学期始業式）

おはようございます。２学期が始まります。新型コロ
ナウィルス感染症の拡大の勢いは未だに衰える兆し
もなく，全国の自治体では対応に苦慮している様子
が連日テレビなどで報道されています。
このような中，本校はこうして通常通りに２学期を

迎えることができました。ただ，この状況を維持するに
は，生徒のみなさん一人一人の感染症予防に対する
心がけが不可欠であるということ。そして，本校の教
育活動が与論島内の多くの方々に支えられていると
いうことを心に留め置くことが大切です。
さて，この２学期をみなさんはどのような毎日にした

いと考えていますか。学年によって状況は異なります。
１年生は次年度に向けたコース選択をしなければ

なりません。２年生は進路目標実現に向けて，一人一
人により具体的な取組が求められます。３年生は目前
に迫った各自の進路目標実現のための試験などに
対して，残りの日数を意識した計画的な取組が必須
となります。みなさんにその準備や心構えはできてい
るでしょうか。
アイドルグループAKB48が2015年に出したアル

バムに『ここがロドスだ，ここで跳べ！』というタイトル
曲があります。「ロドス」は，エーゲ海南部のギリシャ
領の島の名前です。この曲は作詞した秋元康さんが，
古代ギリシャの『イソップ寓話集』のほら吹き男の一
節をモチーフにしたことを知る人は多いと思います。
こういう内容です。ほら吹き男がある村で，そこの村

人たちに自慢話をします。「自分はロドス島で行われ
たジャンプの大会で一番になった。そのとき，みんなが
ロドス島にいたら，どれくらい自分のジャンプがすごい
のか見られたのに」。するとある村人がこう返します。
「ロドス島まで行かなくても，今すぐここで君がやって
くれたら，どれくらい君のジャンプがすごいのかわかる
じゃないか。ここがロドス島だ。さあ跳んでごらんよ」。
もともと嘘なので，ほら吹き男は慌てて逃げていったと
いう話です。
この寓話が教えてくれることは何でしょうか。まずは

「口では偉そうなことをいっても，行動しなければ何の
意味もない」ということではないかと思います。
人は「これが大切だ」とか，「こうしたい」という思い

が本気だったら，自然と体がその方向に向くもので
す。行動しない，行動できないのは，本気ではないか
らです。ここでは集中できないとか，必要な道具が揃
っていないとか，行動しない理由を自分を取り巻く環
境のせいにしていたら，いつになっても行動することは
できません。
つまり，この寓話は，「今いる場所でベストを尽く

せ」，「今ここにある現実に全力で立ち向かえ」という
ことにも気づかせてくれます。作詞の秋元康さんがタ
イトル曲の歌詞に込めたのも，このようなメッセージで
はないかと思います。

このメッセージは，社会へ出て仕事をしていく上で
も大切です。「自分にあの仕事を任せてくれたら」，
「自分があのチャンスに恵まれたら」などと話を他に
ふる前に，今ここで自分の取り組んでいる仕事に専
念することです。
｢いま，ここ｣に専念することの大切さは，著名な心

理学者も論じています。フロイトやユングと並び｢心理
学の三大巨頭｣と称されるアルフレッド・アドラーは，
人は原因に囚われているかぎり，一歩も前に進めな
いという立場をとり，人の行動を考える際に，過去の
｢原因｣ではなく，いまの｢目的｣に焦点を当てます。
このアドラーの思想を青年と哲人との対話による

物語形式で綴った『嫌われる勇気』は，ベストセラー
になったので読んだ人も多いと思います。
この本の中で，哲人は悩める青年に対して，｢『もし

も何々だったら』と可能性のなかに生きているうちは，
変わることなどできない｣，｢これまでの人生になにが
あったとしても，今後の人生をどう生きるかについて
なんの影響もない｣，｢自分の人生を決めるのは『い
ま，ここ』に生きるあなたなのだ｣と語ります。
過去の出来事を気にし過ぎたり，未来をあれこれと

考えて不安になったりするのは，｢いま，ここ｣だけを真
剣に生きていない証拠です。人生の意味は，あなたが
自分自身に与えるものであり，決めるのは昨日でも
明日でもなく，｢いま，ここ｣なのだという哲人の言葉
は，説得力をもって読む人に迫ります。
ところで，先に紹介したイソップ寓話の「ここがロド

スだ，ここで跳べ」という言葉は，18世紀後半から19
世紀初頭を生きたドイツの哲学者ヘーゲルが，著書
『法の哲学』の序文の中で引用したことでもよく知ら
れています。ヘーゲルがこの言葉を引用して言いたい
のは，どこか手の届かないところに理想的な社会を求
めるのではなく，今，実現された社会の在り方を把握
し，そこを足場にして現実のただ中で自らを発揮して
生きろということです。
自分たちに置き換えれば，ここではないどこか遠く

の場所に理想を追い求めるのではなく，与論島で暮
らし，与論高校で学んでいる｢いま，ここ｣で自らを発
揮して生きること。それが自分の可能性を広げるとと
もに，そういった一人一人の在り方が，よりよい社会，
よりよい与論島をつくっていくのだと思います。
まずは与えられた現実の中で，自分のパフォーマン

スを最高度に発揮すること。ここで跳べない人が，ほ
かのどこで跳べるのか。２学期に跳ぼうとしないで，い
つ跳ぶのかと自分自身に問うことです。
生徒のみなさんが一日一日を大切に過ごし，大き

く飛躍する２学期になることを期待しています。□

【引用・参考文献】出口治明『人生の教養が身につく名言集』2020年，三笠書房／イソップ（中務哲郎 訳）

『イソップ寓話集』1999年，岩波文庫／岸見一郎・古賀史健『嫌われる勇気―自己啓発の源流｢アドラー｣

の教え』2013年，ダイヤモンド社／ヘーゲル（藤野渉・赤沢正敏 訳）『法の哲学Ⅰ』2001年，中央公論社


